
例会報告
●第2188回例会　平成29年９月６日（水）曇
●９月は基本的教育と識字率向上月間・ロータリーの友月間
●君が代
●ロータリーソング　　奉仕の理想

●出席報告　　会員　　　名中　　出席67名

　　　　　　　出席率76.14％　修正出席率75.00％
（８月23日分）   

●ゲスト紹介
　・佐藤公俊君ゲスト　成瀬朝香さん
　・米山奨学生　葉　璇さん
●ニコボックス
　「皆様、どうぞよろしくお願いします。」　坂口啓資君
　「本日は、私の自己紹介をさせて頂きます。ヤジなど
飛ばさず、最後までお聞き頂きます様お願い致しま
す。」　　　　　　　　　　　　　　　　宮崎卓也君

　「今後ともよろしくお願い申し上げます。」　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　倉地雅彦君

　「10月14日（土）に第３回名港水上芸術花火2017を開
催させていただきます。音楽と花火のマリアージュ 
Great Sky Art 一人でも多くの方にご来場いただき
ますようお願い申し上げます。」　　　　二村伝治君

　「アラスカへ行って来ました。デナリ国立公園の雄大
さとフェアバンクスのオーロラの美しさに感動しま
した。」　　　　　　　　　　　　　　宮下幸二郎君

　「本日は私の古希の誕生日です。昨夜、近藤さん、天
野（俶）さん、　田さんにお祝いをしていただきま
した。ありがとうございました。」　　加治佐健二君

　「この秋、新しい医院を建てて移って５年が経ちます。
お陰様で細々と借金を返して頑張っています。」　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　髙木一平君

　「２万円まであと2,000円との事で入れさせて頂きま
した。」　　　　　　　　　　　　　　　久保哲政君

本日のニコボックス　　　　 8件　 20,000円
　累　　　　　計　　　　　58件　374,000円

福田哲三幹事報告
▽当クラブの行事予定
　・９月14 日（木）　12：30〜

ウェスティンナゴヤキャッスル
ガバナー公式訪問日です。名古

屋東山・名東ロータリークラブと
の合同例会を開催致します。

※名古屋東山ロータリークラブがホストのため、曜日
が変更となります。９月13日（水）の例会はござい
ません。

　・９月 27 日（水）　例会終了後、理事会を開催致しま
す。

※理事及び役員のご出席をお願い致します。
　・10月 14 日（土）　ＷＦＦ会場での例会変更を予定し

ておりましたが、ＷＦＦ会場での例
会は取りやめとなり、職場例会に
変更になりました。
職業奉仕委員会が企画する「名
港水上芸術花火大会2017」の会
場（名古屋港ポートビル）にて、
職場例会を開催致します。

※例会費として配布予定でしたＷＦＦチケット２枚
（4,000円分）の配布はございません。

※10月11日（水）ウェスティンナゴヤキャッスルでの
例会はございません。

※本日、ＷＦＦ例会変更取りやめのお知らせを配布
しております。

加藤一郎会長挨拶
“ＪｅｔＬｉｎｅｒ３　「ジェットエンジンの開発」”
　ジェットエンジンの開発において進んでいたのは、イ
ギリスとドイツです。
　イギリスでは、ホイットル氏が1929年（昭和4年）頃
から研究をはじめ、1936年（昭和11年）パワージェッ
ト社を設立した。しかし、理解者は少なく、初飛行で
はドイツに先を越される事になった。1941年（昭和16年）
グロスターＧ４０で初飛行、実用機としては、1943年（昭
和18年）3月5日にグロスターミィティアＦ１で初飛行。同
年9月26日には、戦後日本が輸入したデハビランドＤＨ１
００が初飛行を行った。
　ドイツではオハイン氏が、1934年（昭和9年）に研
究をはじめ、ハインケル社の社内開発に参画して、さ
らに研究を進めた。1939年（昭和14年）世界初のジェッ
ト機ハインケルＨｅ１７８が初飛行、1941年4月5日には、
世界初の双発ジェット機ハインケルＨｅ２８０Ｖ１が初飛
行、同年夏には世界初の実用ジェット機メッサーシュミッ
トＭｅ２６２が初飛行した。
　日本では、1938年（昭和13年）秋、横須賀空技廠
発動機部に、スイスのブラウンボベリ社で実習を終えた

種子島少佐が着任、開口一番「ガソリンエンジンは機

構が複雑で故障のかたまりである。なぜなら、バルブ

で混合ガスをシリンダーに入れ、圧縮、爆発、その力

をピストンからコンロッドに伝え、クランクをまわし、ギ

アに伝えることによりプロペラをまわして推進力を出して

いる。ジェットエンジンでは、ガスの爆発を直接推進

力にできる」と説いて廻った。そして外国からジェット

機の開発状況や「初飛行した」という情報が入るたびに、

日本の開発の意気込みは高まっていった。ドイツから

ジェットエンジンユンカースユモ００４ＡやＢＭＷ００３

Ａが日本に届けられたが、基礎工業力の不足と大出力

エンジン開発に向かっていたので、なかなかものにでき

なかった。しかし、1945年（昭和20年）3月に小型のター

ボジェットの試作に成功し、早速機体に取り付けて、

敗戦目前の8月7日に初飛行に成功、世界に日本のジェッ

ト機が飛行したことを示した。しかし敗戦後7年間はＧ

ＨＱの指示により航空に関するすべてが禁止されるに

至ったのであった。

卓　話（新入会員自己紹介）

●坂　口　啓　資
　皆様、初めまして。槇野さんの

ご紹介で入会させて頂きました坂

口啓資と申します。

　愛知県名古屋市生まれ、高校・

大学とアメリカンフットボール部に

所属しておりました、ポジション

はラインバッカー（中堅守備）で

す。趣味はサーフィンと旅です。

サーフィンはショートボードをメイ

ンとしてロングボード、ファンボー

ド、ボディーボードもやります。旅は主にサーフトリッ

プをします、サーフィンを通じて、現地の方 と々のふれ

あい、食事、旅先での出会い、が醍醐味です。家族は、

妻と娘・息子の４人で暮らしています。仕事は、株式会

社リクルート、実家の飲食業を経て、現在は司法書士

をしております。

　ロータリークラブにおいては、奉仕活動、特に高齢

化社会と人口減少に対応する奉仕活動に携われたらと考

えております。私個人としましては、ロータリアン諸先

輩の方々から様々なことを学ばせて頂き、視野を広げ、

人生を豊かにしたいと思っております。どうぞ宜しくお

願い致します。

●宮　崎　卓　也
　私は、1955年３月11日に九州の八幡市で生まれました。

　小学2年生で福岡市に転居し、浪人時代まで過ごし、

1975年に山口大学経済学部に入学しました。そして1979

年に東海銀行系の中央信託銀行に入社しました。

　1999年中央信託銀行は、同業の三井信託と一緒にな

ることを決断し、2000年4月に中央三井信託が発足、

2010年に名古屋の駐在常務として初めて名古屋に勤務し

ます。

　2012年に中央三井信託は住友

信託と合併し三井住友信託銀行と

なりました。

　合併後も引続きご当地の責任者

を任され、2016年に退任するまで

当地の責任者でした。2016年４月

に役員を退任し名古屋の駐在顧

問となりました。

　銀行の顧問となった４月に、サ

ンヨーハウジング名古屋の宮﨑社

長から経営を手伝ってくれないかとお話がありました。

大変光栄な話だと感じ二つ返事で引き受けました。

　銀行員生活の38年間は、この会社に入るためのプロ

ローグだったと言える様に、若い社員たちの熱気に負け

ず、全力で頑張りたいと思っています。

●倉　地　雅　彦
　昭和29年７月生まれ、午年(63

歳)です。昭和48年愛知県立岡崎

高校を卒業、昭和52年早稲田大

学卒業後、興和株式会社に入社。

約40年間勤めております。趣味

は、月並みですがテニスとゴルフ

と読書です。入社以来24年間は

繊維事業に携わり、1980年代の

中国、1990年代のベトナムが急激

に発展する様を現地で生体験。

当時、苦楽を共にした中国、ベトナムの方とは今でも交

流が続いている。その後10年、名古屋のFMラジオ局に

出向、肌でメディアパワーの変遷、国の電波行政の仕

組みを実感できた。さらに東京で新規のeラーニング事

業に６年間従事、経産省主管の国家試験を受託するな

どして、霞ヶ関の官僚の方々の立ち居振る舞いの仕方も

勉強になりました。昨年７月に当ナゴヤキャッスルへ異

動。じつに多くの社内転職（？）を経験しました。当

ホテルに身を置くことで、和合ＲＣの皆様との出会いが

生まれたわけですし、会社での様々な職種経験から多

くの出会いがあり、私の大切な財産になっています。

末永くお付き合いを頂きます様、よろしくお願いいたし

ます。
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（9/13（水）の例会はございません）

第2189回
９.14
（木）

会員　田中正次君
「私たちの元気プロジェクト」

第2190回 ９.20

名古屋大原学園校長　古賀正夫氏
「現代の学生気質と古典に学ぶ指導法」

第2191回 ９.27

米山奨学生　葉　璇さん
「米山月間に因んで」

第2192回 10.４


